
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪アンケート調査ご協力のお願い≫ 

日頃から、市民の皆様におかれましては、市政に格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上

げます。 

大田原市では、令和８(２０２６)年度を目標年度とした「おおたわら 国造りプラン」のまちの将

来像として掲げる「知恵と愛のある 協働互敬のまち おおたわら」の実現に向け、さまざまな施策・

事業に取り組んでいます。 

このたび、「おおたわら 国造りプラン」の実効性を確保するため、将来のまちづくりの方向性に

ついてのお考えや市政についてのご意見・ご要望を市民の皆様にお伺いし、令和４(２０２２)年度

から５年間の市政運営の羅針盤となる「おおたわら 国造りプラン 基本計画【後期】」の基礎資料と

するために、「新たなまちづくり計画の策定に向けた大田原市 市民意識調査」を実施することとし

ました。 

この調査票は、令和２年１０月１日現在の住民基本台帳から市内にお住いの１８歳以上の方 

３,０００名を無作為に抽出し、お送りしています。 

なお、本調査は無記名回答方式のため、個人に関わる情報が公表されることは決してございませ

ん。また、ご回答は全て統計的に処理し、目的以外には使用することはありません。 

お忙しいところ大変恐縮ではございますが、本調査の趣旨をご理解の上、ご協力をお願いいたし

ます。 

 

令和２年１１月 

 

大田原市長 

 

 

 

 

 

新たなまちづくり計画の策定に向けた 

大田原市 市民意識調査 
 

皆さまの声を計画に反映します！ 

資料４ 



 

 

 

○封筒のあて名となっているご本人がお答えください。 

○このアンケートは無記名で、かつ、調査結果は統計的に処理するとともに、調査目的

以外には利用いたしません。あなた自身のご意見をありのままご記入ください。 

○このアンケートは、郵送・インターネットどちらからでも回答することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎この調査についてのお問い合わせは、下記へお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご回答にあたって 

【郵送で回答いただく場合】 

○この調査票に直接ご記入いただき、終わりましたら同封の返信用封筒に 

アンケート用紙を入れて、 １２月１６日（水）までに郵便ポストに投函 

願います。 

○切手を貼っていただく必要はありません。 

 

【インターネットで回答いただく場合】 （この調査票への記入・返送は不要です。） 

○次の手順で回答フォームを開いてご回答願います。 

①大田原市ホームページ（http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/）を 

開いてください。 

②トップページの「トピックス」内の『「大田原市 市民意識調査票」が届い

たみなさまへ』を開いてください。 

③ページ内にあるリンク（・・・・・・・・）をクリックしてください。 

④次のパスワード〇〇〇〇〇〇（半角英数）を入力し、回答フォームに 

ログインして １２月１６日（水）までにご回答願います。 

 

○スマートフォンからアンケートに回答する場合は、以下の QR コードにアクセス

して、回答ができます。 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 
 
〔設問内容について〕 

大田原市 総合政策部 政策推進課 政策企画係 

TEL：0287－23－8701  FAX：0287－23－8748 
 

〔回答方法について〕 

株式会社総合環境計画 技術部   担当：永井、板谷 

〒135-0046 東京都江東区牡丹一丁目 14番 1号 KDX門前仲町ビル 5階 

TEL：03-5639-1951  FAX：03-5639-1540 

URL：http://www.sg-kankyo.co.jp/ 
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問１ あなたの性別をおたずねします。あてはまる番号に１つ丸をつけてください。 

 

問２ あなたの年齢をおたずねします。あてはまる番号に１つ丸をつけてください。 

 

問３ あなたのお住まいの地区をおたずねします。あてはまる番号に１つ丸をつけてください。 

 

問４ あなたは大田原市に住んでから何年になりますか。 

あてはまる番号に１つ丸をつけてください。 

 

問５ あなたの職業はどれですか。あてはまる番号に１つ丸をつけてください。 

（兼業の方は主たる方を選んでください。） 

 

問６ あなたの主な勤務先、通学先はどちらですか。あてはまる番号に１つ丸をつけてください。 

   （２.栃木県内、３.県外と回答した方は市町村名を記載してください。） 

 

問７ あなたの家族構成についておたずねします。あてはまる番号に１つ丸をつけてください。 

  

１. 男性 ２. 女性  ３． その他 

１. 18～19歳  ２. 20～24歳  ３. 25～29歳 

４. 30～34歳  ５. 35～39歳  ６. 40～44歳 

７. 45～49歳  ８. 50～54歳  ９. 55～59歳 

１０. 60～64歳 １１. 65～69歳 １２. 70～74歳 

１３. 75～79歳 １４. 80歳以上 

１. 大田原地区  ２. 金田地区  ３. 親園地区 

４. 野崎地区  ５. 佐久山地区  ６. 湯津上地区  

７. 黒羽地区  ８. 川西地区 ９. 両郷地区 

１０. 須賀川地区 

１. 生まれたときから  ２. 5年未満  ３. 5～10年未満 

４. 10～20年未満  ５. 20年以上 

１. 農林業  ２. 自営業 ３. 会社員 

４. 公務員  ５. アルバイト・パート ６. 主婦・主夫 

７. 学生  ８. 無職 ９. その他（      ） 

１. 大田原市内  ２. 栃木県内（      ） ３. 県外（      ） 

４. 通勤・通学していない 

１. 単身  ２. 夫婦のみ世帯 ３. 二世代同居（子と同居） 

４. 二世代同居（親と同居）  ５. ひとり親家庭 ６. 三世代（親と子と孫） 

７. その他（      ） 
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問８ あなたを含め、現在同居している家族についておたずねします。 

あてはまる番号すべてに丸をつけてください。 

 

問９ あなたの世帯収入についておたずねします。あてはまる番号に１つ丸をつけてください。 

 

問１０ ５年前と比べて、あなたの暮らし向きはどう変わったと感じますか。 

あてはまる番号に１つ丸をつけてください。 

 

 

 

 

問１１ 前問（問１０）で回答された理由はどれがあてはまりますか。 

あてはまる番号に２つ丸をつけてください。 

 

問１２ 今後５年間、あなたの暮らし向きで特に不安に思うことはありますか。 

あてはまる番号に３つ丸をつけてください。 

 

※新しい生活様式…新型コロナウイルス感染症拡大を防ぐための生活指針のこと。「マスクを着用する」「距離をあけ

る」といった一人ひとりの対策、「咳エチケット」等の日常生活での対策、「買い物」「公共交通機関」等の日常生活の

各場面での対策、「テレワーク」や「時差出勤」等の働き方の新しいスタイルへの対応があります。  

１. 就学前  ２. 小学生  ３. 中学生 

４. 高校生・大学生  ５. 65歳以上 ６. 介護が必要な人 

７. 1～6に該当しない 

１. 収入はなかった  ２. 100万円未満 ３. 100～300万円未満 

４. 300～500万円未満  ５. 500～700万円未満 ６. 700～1,000万円未満 

７. 1,000万円以上 

１. ゆとりが出てきた  ２. どちらかといえばゆとりが出てきた 

３. 変わらない  ４. どちらかといえばゆとりがなくなった 

５. ゆとりがなくなった 

１. あなたご自身または配偶者の収入が増えた（または収入が減った）から 

２. 共働きを始めた（またはあなたご自身または配偶者が離職、退職した）から 

３. 不動産の売却などの収入（または不動産の購入などの支出）があったから 

４. 節約して支出を減らした（または支出を増やした）から 

５. 物価が下がった（または物価が上がった）から 

６. 子育てが終わった（または子どもが生まれた）から 

７. 扶養家族が減った（または扶養家族が増えた）から 

８. 住宅などのローンの支払いが終わった（またはローンの支払いが始まった）から 

９. その他（                                ） 

１. あなたご自身または配偶者の収入  ２. あなたご自身または配偶者の雇用 

３. 不動産の下落  ４. 物価の上昇 

５. 消費税率の引き上げ ６. 医療費の増加 

７. 教育費の増加 ８. 介護費の増加 

９. 年金の受取 １０. 預貯金  

１１. 新型コロナウイルス等への感染症対策 １２. 新しい生活様式※への対応 

１３. その他（             ） 
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問１３ あなたは、大田原市の住み心地についてどのように感じていますか。 

あてはまる番号に１つ丸をつけてください。 

 

問１３-１ 問１３で「４.どちらかといえば住みにくい」、「５.住みにくい」と回答した方のみ 

大田原市に住みにくい理由は何ですか。あてはまる番号に３つ丸をつけてください。 

 

問１４ あなたは、今後、大田原市にずっと住み続けたいと思いますか。 

あてはまる番号に１つ丸をつけてください。 

 

問１５ あなたは、大田原市に「わがまち」といった愛着をおもちですか。 

あてはまる番号に１つ丸をつけてください。 

 

問１６ あなたは、市の行政にどの程度関心をおもちですか。 

あてはまる番号に１つ丸をつけてください。 

 

問１７ あなたは、市の行政に関する情報を主に何から知ることが多いですか。 

あてはまる番号に２つ丸をつけてください。 

  

１. 住みやすい  ２. どちらかといえば住みやすい 

３. どちらともいえない  ４. どちらかといえば住みにくい 

５. 住みにくい 

１. 交通が不便だから  ２. 買い物が不便だから 

３. 生活・住宅環境が悪いから  ４. 自然災害などが不安だから 

５. 医療や福祉面が不安だから ６. 進学など教育上の問題があるから 

７. 娯楽や余暇の場が少ないから ８. 新しい物や情報が不足しているから 

９. 人が少なくさみしいから １０. 近所づきあいがわずらわしいから 

１１. 自然環境が厳しいから １２. その他（             ） 

１. ずっと住み続けたい  ２. どちらかといえば住み続けたい 

３. どちらともいえない  ４. どちらかといえば転出したい 

５. 早急に転出したい 

１. 強くもっている  ２. ある程度もっている 

３. あまりもっていない  ４. 全くもっていない 

５. わからない 

１. 関心がある  ２. ある程度関心がある 

３. あまり関心がない  ４. 全く関心がない 

１. 市広報、市議会だより  ２. 新聞、テレビ、ラジオ 

３. 市のホームページ  ４. 市の窓口、担当課 

５. 掲示板、回覧板 ６. 知人からの口コミ 

７. SNS(フェイスブック、ツイッター)等 ８. メール配信サービス（よいちメール） 

９. 大田原市公式の LINEアカウント １０.  その他（             ） 

１１. 行政に関する情報は得ていない 
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問１８ あなたは、市のどのような情報が主に必要ですか。 

あてはまる番号に３つ丸をつけてください。 

 

問１９ 以下に示す分野ごとの施策について、どのように感じますか。 

次の項目（満足度・重要度）ごとに、あてはまる番号に１つ丸をつけてください。 
 

基本政策１ 
豊かな自然と調和する、安らぎある快適な環境
のまちづくり 

満足度 重要度 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

１ 生活環境の向上 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

２ 自然環境の保全 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

３ 廃棄物対策の推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

４ 住宅の整備と多世代が微笑む生活の推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

５ 土地利用対策の推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

６ 都市基盤の整備 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

７ 道路・河川の整備 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

８ 公共交通の整備 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

９ 上水道の健全な運営 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

１０ 下水道の整備 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 
  

１. 都市計画・景観づくり  ２. 防災・防犯・交通安全 ３. 保健・医療・健康づくり 

４. スポーツ活動  ５. 環境衛生 ６. 子育て支援 

７. 高齢者・障がい者福祉  ８. 自然環境保全 ９. 公園・緑化 

１０. 学校教育・生涯学習 １１. 芸術・文化 １２. 産業振興・観光振興 

１３. 行財政運営 １４. その他（       ） 
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基本政策２ 
歴史や伝統文化を継承し、豊かな心を育むまち
づくり 

満足度 重要度 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

１１ 生涯学習社会づくりの推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

１２ 生きる力を育む学校教育の推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

１３ 文化・芸術の振興 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

１４ スポーツ・レクリエーションの振興 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

１５ 国際化への対応と国内交流の推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 
 

基本政策３ 
次代につなぐ賑わいを創生する、魅力と活力あ
ふれる産業のまちづくり 

満足度 重要度 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

１６ 農業の振興 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

１７ 林業の振興 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

１８ 商業の振興 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

１９ 工業の振興 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

２０ 観光の振興 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 
 

基本政策４ 
いたわり、支えあい、すべての市民が健康で安心
して暮らせる心のかよったまちづくり 

満足度 重要度 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

２１ 健康づくりの推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

２２ 結婚支援と子育て支援の充実 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

２３ 高齢者福祉の充実と介護保険事業の推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

２４ 障害者にやさしいまちづくりの推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

２５ 地域福祉の充実と生活困窮者への支援の充実 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

２６ 社会保障の充実 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 
 



 

6 

基本政策５ 
市民にひらかれた安全で安心な明るい地域をと
もにつくるまちづくり 

満足度 重要度 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

２７ 防犯体制と対策の充実 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

２８ 防災体制の充実 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

２９ 交通安全対策の推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

３０ 消費者保護対策の充実 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

３１ 市民参加行政の充実 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

３２ 広報広聴活動の充実 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

３３ 自治会・コミュニティの活性化 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

３４ 人権尊重意識の普及と高揚 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

３５ 男女共同参画の推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 
 

基本政策６ 
情報化と広域連携を進め、効率的・効果的な行財政
運営のまちづくり 

満足度 重要度 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

３６ 行政の効率的・効果的運営 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

３７ 財政の健全運営 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

３８ 広域連携の推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

３９ 地域情報化の推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 
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問２０ あなたは、大田原市の人口が減少していくことについて、どう思いますか。 

あてはまる番号に１つ丸をつけてください。 

 

問２１ あなたは、少子化に歯止めをかけるためには、どのような対策が必要だと思いますか。 

あてはまる番号に３つまで丸をつけてください。 

 

問２２ あなたは、ゆたかな老後を送るためにはどのようなことが必要だと思いますか。 

あてはまる番号に３つまで丸をつけてください。 

 

  

１. 人口減少は望ましくなく、増加するように努力すべき 

２. 人口減少は望ましくなく、現在程度の人口を維持するように努力すべき 

３. 人口減少は望ましくないが、減少幅が少しでも小さくなるように努力すべき 

４. 人口減少は望ましくないが、仕方がない 

５. 人口減少は望ましい 

６. どちらともいえない 

１. 子育て世帯に対する経済的支援を充実する 

２. 安心して子供を育てられる生活環境を整備する 

３. 保育所などの子育て支援サービスを充実する 

４. 妊娠、出産に対する支援を充実する 

５. 子育てをしながら気兼ねなく働ける職場環境をつくる 

６. 小児医療、母子保健サービスを充実する 

７. 男性も積極的に子育てに参加するよう男女共同参画を推進する 

８. 子育ての大切さを伝える教育や啓発を行う 

９. 安定した家庭を築くための就労を支援する 

１０. 出産、子育ての相談体制を充実する 

１１. 結婚に対する支援を充実する 

１２. その他（                              ） 

１. 健康に不安がないこと 

２. 病気になったとき世話をしてくれる人がいること 

３. 日ごろの身の回りの世話をしてくれる人がいること 

４. 家族がいること 

５. 親族が身近にいること 

６. 友人がいること 

７. 老人ホームなどの福祉施設が充実していること 

８. 楽しめる趣味があること 

９. 財産や預金が足りていること 

１０. 働く場があること 

１１. 年金や退職金がもらえること 

１２. その他（                              ） 
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問２３ 市政における様々な場面で、市民参加が重要となります。あなたは、市活動への参加経験

がありますか。あてはまる番号に１つ丸をつけてください。 

 

問２３-１ 問２３で「１.参加したことがある。今後も参加したい」、「２.参加したことがある。

今後は参加したくない」、「３.参加したことがない。今後は参加したい」と回答した方

のみ 

参加したことがある市民活動は何ですか。また、今後参加したい活動は何ですか。 

あてはまる番号に３つまで丸をつけてください。 

 

問２３-２ 問２３で「２.参加したことがある。今後は参加したくない」、「４.参加したことがな

い。今後も参加したくない」と回答した方のみ 

市民活動に参加したくない理由は何ですか。 

あてはまる番号に１つ丸をつけてください。 

 

問２４ あなたは、今後、大田原市がどのようなまちになればいいと思いますか。 

あてはまる番号に３つまで丸をつけてください。 

  

１. 参加したことがある。今後も参加したい ⇒問２３-１へ進む 

２. 参加したことがある。今後は参加したくない ⇒問２３-１・問２３-２へ進む 

３. 参加したことがない。今後は参加したい ⇒問２３-１へ進む 

４. 参加したことがない。今後も参加したくない ⇒問２３-２へ進む 

１. 都市計画・景観づくり  ２. 防災・防犯・交通安全 ３. 保健・医療・健康づくり 

４. スポーツ活動  ５. 環境衛生 ６. 子育て支援 

７. 高齢者・障がい者福祉  ８. 自然環境保全 ９. 公園・緑化 

１０. 学校教育・生涯学習 １１. 芸術・文化 １２. 産業振興・観光振興 

１３. 行財政運営 １４. その他（       ） 

１. 関心がないから  ２. 時間がないから 

３. わずらわしいから  ４. 参加による負担が大きいから 

５. 健康上の理由 ６. その他（             ） 

１. 少子化対策の充実したまち 

２. 高齢者・障がい者が安心して暮らせるまち 

３. 医療・福祉サービスの充実したまち 

４. 教育・文化活動の盛んなまち 

５. スポーツ・レクリエーションの盛んなまち 

６. 豊かな自然環境に恵まれたまち 

７. 田園風景の広がる農業の盛んなまち 

８. 買い物などが楽しめる商業の盛んなまち 

９. 多くの工場が立地する工業の盛んなまち 

１０. 恵まれた天然資源を活用したリゾート・観光の盛んなまち 

１１. 会社や事務所などの事業所が集積したまち 

１２. さまざまな情報が活用できる情報サービスの充実したまち 

１３. その他（                              ） 
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問２５ あなたは、大田原市を活性化していくために、特に期待される政策はどのような分野だと

考えますか。 

あてはまる番号に３つまで丸をつけてください。 

 

問２６ 最後に、今後のまちづくりや市政についてのご意見を、ご自由にお書きください。 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

１. 農林業の振興 

２. 観光関連産業の振興 

３. 雇用を生み出す新産業の創出 

４. 活動の中心となる人材を育成する特色ある教育 

５. 多世代が共に暮らせる福祉、医療の充実 

６. 防犯、防災など安心できる暮らしの環境の充実 

７. 道路、交通など発展への基盤整備 

８. 地域資源を活かした観光・交流の推進 

９. リサイクル、省エネルギーなど地球環境対策 

１０. 自然環境の保全 

１１. 情報発信のための情報通信技術基盤の充実 

１２. 商業の活性化対策や街なかの賑わいの創出 

１３. 住民参画と協働の仕組みの整備 

１４. ＩＣＴ（ＡＩ・ＩｏＴなど）を利用した住民サービスの向上 

１５. その他（                              ） 


